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1月9日 校下成人式・ 新年互礼会 総 務 部
30日 新年ゲー ム大会 少 年 部

2月4日 立志の集い 少 年 部
27日 蓮の実女性学級 閉級式「長浜盆梅展」 女 性 部

平 3月19日 子供ひなまつり会 少 年 部

成
21日 落語観賞 青 年 部
25日 避難訓練 総 務 部

5月7日 地域めぐり「八塚山散策」 総 務 部
十 1 1日 蓮の実女性学級 開級式 女 性 部

町内対抗グラウンドゴルフ大会 体 育 部15日

年 6月10日 健康教室「ディスクゴルフ」 総 務 部
12日 蓮の実女性学級 バス研修「橋立lllJと三国町散策」 女 性 部

小
7月3日 町内対抗ソフトバレー ボ ール大会とニュ ー スポ ー ツ講習会「カロ ー リング」 体 育 部

6日 蓮の実女性学級 学習見学「金沢再発見」 女 性 部

坂 13日 健康教室「筋カアップ体操」 総 務 部

公
24日 子供グラウンドゴルフ会 少 年 部
3 1日 上高地散策 青 年 部

民 8月6日 手作り教室「アー トフラワ ー 」 文 化 部

館
24日 健康教室と蓮の実女性学級合同講演会 女性部・総務部
27日 小坂っ子なつまつり 少年部・総務部

主 9月4日 蓮の実女性学級 閉級式 女 性 部
8日 健康教室「ウォ ー キング 木場潟」 総 務 部

要 11日 撮影旅行「梅花藻」 広 報 部

実
25日 社会体育大会 体 育 部

10月23日 小坂校下 文化祭 文 化 部

施 11月13日 陶芸教室 青 年 部

事
19日 金沢探訪「大野」 文 化 部
25日 健康教室「栄養教室」 総 務 部

業 26日 クリスマスリ ー ス作り 総 務 部
27日 111J内対抗フレッシュテニス大会 体 育 部
30日 パソコンで年賀状作り 広 報 部

12月4日 大 掃 除 総 務 部
27日 フラワ ー アレンジメント教室 文 化 部

平
成
二
十
三
年
度

役職

員

·事業専門部

員

館 長 谷村昭雄 広報部 山上
副館長長谷川弘洋 部 長宇野 公子 高長公男” 田中邦夫 副部長下出智子 山 和人

II 竹川操枝 桜井琴美 多村琢也
一 明政行 山岸知則

総務部 保積美津江 領家伸一 ▲

部 長棒田正二 鳥山佳永 吉田 誠
副部長千田 繁 米沢邦明 吉田益夫

II 松原 澄 加藤幸子
中本一 雄

川崎永 子 女性部 青年部
上出昭代 部 長加藤幸子※ 部 長矢木俊次
南部 勉 副部長村上裕美子 副部長櫻井敏久
佐田伸二 山下尚美 ” 室木貴幸
桜井琴美※ 小 坂 忍
寺井あけみ 体育部 鳥山佳永※

部 長西村隆幸 北村裕 一

文化部 副部長松田正樹 飯森由朗
部 長津 田祐子 II 保積美津江※ 高田慶宣
副部長山田耕一 ” 嶋崎敏樹 藤本美由紀

II 安部友美 II 和田 孝
山田妙子 笠木真 一 少年部

藤井真理子 茶谷 隆 部 長米沢邦明※
宮野 亨ナ 橋 声ノ

ー 副部長田丸喜博
一明政行※ 越村 聡
木林 幸子 小林哲昭 職員
黒田幸子 米林浩巳 主事堀田聡子
那須野 良 村上信義 事務員千田志津子

木本孝幸 中村 猛
山田洋明 （※は広報部と兼任する部員）
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金沢市小坂公民館

平成 24 年 1 月 1日

金沢市小坂町北312
TEL252-3067 
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編集後暴
館報「こさか」第3号を無事お届けすることができました。
多くの方々にご協力いただきましたことを心より感謝いたします。

創立60周年を迎えて

当公民館は昭和27 (1952)年4月、 当時木造の小坂小学校の一室を事務所として開設されてから、 今年で
60周年を迎えました。 昭和49(1974 )年12月、 先人各位の並々ならぬご尽力と関係の皆さまのご支援ご協

カのおかげで 、 現在の鉄筋コンクリー ト建物「小坂社会文化センタ ー」が建設され、 公民館は 小学校から移

転し、今や37年を経過しました。 ここに、これまで ご支援ご協力いただいた関係の皆さまに、心から感謝と

お礼を申し上げます。

一方、 当地域の人口は平成23( 2011 )年1 0月1日現在で11,5 37 人（住民基本台帳）となり、 町会数は「ガ ー

デンシティ東金沢町会」「アテリア鳴和町会」の2町会が近く新設され、 20町会となりました。

古くから
“

小坂れんこんのふるさど
’

と呼ばれていた当地域は、 時代の進展とともに田園地域から住宅地

域となり、 小坂小学校を取り巻き 3中学校、2高校、1短大、1 大学・大学院を有するすばらしい学園地域と

なりました。 加えて、金沢外環状道路（山側幹線）が完成し、地域の交通渋滞が緩和されるなど、今後の発展
が一層期待されています。

当公民館で は、これらの状況を踏まえ、創立60周年を機に、先人から受け継いだ有形、無形の遺産を大切

にし、地域の皆さまに真に役立つ公民館業務を、公民館委員の総力を結集して、鋭意推進して行きたいと願

っています。 皆様の変わらぬご指導、 ご支援、 ご協力を お願い申し上げます。

（宇野公子）
館 長 谷村 昭 雄
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館 報 こ さ か 平成24年 1 月1 日

一 小坂公民館平成24年度業務運営指針 � 

当公民館では毎年、運営審議会の審議を経て、翌年度の公民館業務の運営指針を前年度に決め 、
各種事業の推進に役立てています。 平成 24年度の業務運営指針の骨子は以下のとおりです。
◇事業実施にあたって基本となる事項

①指定管理者制 度（金沢市との公民館運営の委託協定で、指定管理者として守らな ければなら
な い事項）を遵守した業務の遂行

②地域住民に真に役立つ公民館活動の推進
③公民館建物の老朽化への対応
④学校を含む地域諸団体との強固な連携
⑤前向きで、意欲に満ちた公民館の 人づくり
⑥小坂校下自主防災会と連携した地域防災体制の確立強化

◇事業活動の重点事項
当公民館 は、地域住民の共同生活体（コミュニティ）の拠点 施設として、 生涯を通じて、気軽に

集まり 、 心身ともに健康で、楽し い生活を送るための知恵や知識を学びあい、憩い合う場所とな
るよう次の 事項を 事業活動の重点とし ます。

① みんなで助け合い、支え会 いのできる地域にするための活動

② みんながスポ ー ツ（体力づくり）に参加できる地域にするための活動
③ みんながパソコンができる地域にするための活動
④地域の新名所や新文化 ・ 新芸能を発掘し 、保存するための活動
⑤大人から子ども までが進 んで

“
あいさつ する地域づくり

”
の展開

⑥創意工夫を 生かした公民館活動の展開
⑦広報部を中心と する公民館広報活動の充実
⑧東日本大震災の教訓を活かした公民館防災活動の展開等

平成23年の主な業務メモ

業 務 メ モ 月 業 務 メ モ

主事（北 本節子退職・堀田聡子新任）の人事異動 ( 1 日） 小坂校下各種団体連絡協議会上期定例会
金沢市図書館協議会感謝状（読書活動功績）受賞 (21日） 6 第19回市民グラウンドゴルフ大会優勝

小坂地区青少年健全育成推進協議会総会
第48回金沢市公民館大会・公民館フェアー‘‘楽集”(19 · 20日）

(10日）
(12日）
(2 3日）

平成22年度第4回運営審議会 (24日） 7 “みんなであいさつする運動’開始 (1日から年度末まで）

東日本大震災（三陸沖M9.0地震）発生 (11日14時46分）
城北地区公民館連絡協議会平成22年度防災研修会 (1 3日）
小坂社会文化センター春季火災予防運動消防訓練 (25日）

石川県議会議員選挙 (10日）
金沢市議会議員選挙 (24日）
平成2 3年度第1回公民館委員総会 (24日）
平成22年度公民館等合同会計監査 (26日）
第1回運営審議会 (24日）

谷村昭雄館長石川県公民館連合会会長に就任 (13日）
小坂社会文化センター第31回理事会 (19日）
2階学習室エアコン不良取替え工事完了 (24日）

堀田聡子主事甲種防火管理者資格取得 (27日）
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小坂地区青少年健全育成街頭キャンペーン ( 7 日）

第2 回公民館委員総会 ( 31日）

第2 回運営審議会・小坂校下町会長合同会議 ( 1 日）
第30回市民ソフトボール大会準優勝 (11日）

第 3 回公民館委員総会 ( 5 日）
小坂社会文化センター第32回理事会 (25日書面同意）

第3回市民ソフトバレーボール大会(40歳以上の部）優勝
(20日）

第3回運営審議会・各種団体連絡協議会下期定例会合同会議
(1 日）

平成24年1月1日 館 報 こ さ か
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公民館の概要

【創設年月日】
昭和27(1952)年 4月1日［現建物建設：昭和49(1974)年12月］

【対象区域】
金沢市小坂小学校区域

【区域の人口及び世帯数等】 （平成22年1 0月1日現在）
人口：11,537人 （男5,657人 ・ 女5,880人）

0~14歳1,789人(15.5%)· 15 ~ 64歳7,446人(64.5%)· 65歳以上2,302人(20.0%)
世帯数：4,675
面積：6.69km2 （ 人口密度 1 724.4人／km勾
【出所】平成23年10月1日現在住民基本台帳（金沢市調査統計 室統計）

【開館時間と休館日】
開館時間：午前9時～午後5時30分
休館 日：日 曜日 ・ 月曜日 ・ 国民の祝日 ・ 12月29日 ～1月3日

【施設区分と建築面積】
小坂社会文化センタ ー複合施設

公 民 館：337.75m2 (4 7.8 %) 
児 童 館：298.06m2 (42.2 %) 
老人憩いの家： 70.38 m2 (10.0 %) 

計 706.19m2 (100 %) 
【施設の概要】

1階：和室(32畳）・学習室(15人程度） ・ 憩いの 間（ 和室15畳 ・ 12畳）
2階：ホ ール(150人程度） ・ 会議 室(15人程度） ・ 調理室(20人程度）

【備付け設備】
TV·VTR ・ パソコン ・ ピアノ ・ 調理器具ー式

【開設教室等】
・ 珠算教室 ・ 習字教室 ・ 筆ペン教室 ・太極拳教室 ・俳句教室
・ 押し花教室 ・ 大正琴教室 ・ 絵手紙教室 •本を楽しむ会 ・ 子ども作法教室
・ フラワ ーアレンジメント教室 ・ コーラス “コー ルこさか” .3B体操 ·囲碁愛好会
・ パソコン教室 ・ しろはすフォ ークダンス友の会 •お煎茶を楽しむ 会

【小坂公民館の予算】 （平成23年度当初予算額）
予算総額 17,050千円

収 入 予 算 支 出 予 算
金沢市委託費 10,504千円(62 %) 人 件 費 5,512千円(32 %) 
地元負担金等 6,546千円(38 %) ク巨 理 費 5,293千円(31 %) 

事業費等 6,245千円(37 %) 

計 17,050千円(100%) 計 17,050千円(100%)

各種団体の功労者表彰（文化祭で受賞）

小坂校下町会連合会 本 正寛、 前波 英久、 典野木昭二

小坂地区老人連合会 八木 良吉、 田中 茂子

小 坂 校下女性会 尾崎 綾子、 丸尾ときわ

こ さ か母親クラブ 矢田さおり

日野 正人 、 田中 仁、 寺井あけみ、 松本 明、 西村 隆幸
金 沢 市 小 坂公民館 田丸 喜博、 村上 信義、 鳥山 佳永、 保積美津江、 櫻井 敏久

一明 政行、 山上 誠
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各部会 平成23年度活動の思い出

文化部

創立60周年記念文化祭スタンプラリー

文化祭は10月23日（日）公民館の館内と駐車場で開催さ
れた。 時折雨が降るあいにくの天気ではあったが、毎年
恒例の模擬店と創立60周年記念行事として、スタンプ
ラリーが行われ、大勢が参加しにぎわった。

特に、スタンプラリーは親子190人が参加、受付で「ス
タンプカード」をもらい、会館内の4箇所のチェックポイ
ントを回り、2階ホ ー ルで5つのゲ ー ムをしてスタンプ
をもらう、最後はハロウインの衣装を着たおじさんを探
しスタンプをもらうと10個のスタンプがそろう。 全て
そろった「スタンプカード」を受付に提出すると記念品が
もらえる仕組みになっている。 特に難しかったのは、ハ
ロウインおじさんを探すことで、館内に隠れていたり、
駐車場でレンコンを売っていたりしており、最後の1つ

平成24年 1 月 1 日

青年部

上高地散策 2011年7月 31日（日）

標高も高いということで過ごしやすい気候でした。 と
りわけ清水川沿いを吹き抜けていた風が異常に涼しかっ
たのには驚きでした。 半袖、ハーフパンツ、ランニング
シュ ー ズという軽装でしたが、あることを除いて全然問
題ありませんでした。 左ふくらはぎを肉離れし、気管支
炎を患っていた私でさえも、3~4時間、2万歩近く歩く
ことのできる＜らい歩きやすい道でした。
ところで、 「あること」 とは雨具がなかったことです。
2回、雨に降られました。 傘を貸してくださった方、本

のスタンプ集めに子供たち
は大騒ぎしていた。

模擬店は、駐車場と館内
で行われ、駐車場では女性
会による「たこ焼き」と「い
なり寿し」 、少連は「焼き
鳥」と「焼きそば」、公民館役員は「小坂うどん」と「おこわ」
と「ぜんざい」そして「レンコン」販売。 また、館内では、
女性会は「バザー」、ホ ー ムペ ージクラブが「来年のカレ
ンダー 作り」、各種の趣味の会による「作品展示」 、お行
儀教室の先生と生徒による「お茶会」 等が開かれた、特
に「お茶会」では、お茶の作法と行儀作法の説明を聞き、
なんだか新鮮な気分になった。

王雲斗·緊合•.:..... -�：一

当にありがとうございました。
また、整備された道のおかげで、3時間ほどで到着し

てしまうぐらいバスの旅も快適でした。 このような機会
に恵まれ、新しい発見があったことで充実した1日を過
ごすことができました。

正
女性輝
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今年度、蓮の実女性学級は「心豊か
な明日をめざして楽しく学ぼう」

‘‘

心
豊かな教養

’

をテー マに 5 回開催さ
れました。

朗読の講演として、朗読小屋 浅野
川倶楽部の高輪翼知子さんによる五
木寛之氏の作品「朗読 浅の川暮色」

が開催されました。 公民館の 2 階ホ ー ルが劇場に様変わ
りし、日頃はなじみのない艶やかな男女の世界に引き込
まれ、皆さん息を殺しながら聞き入っていました。

テレビやラジオのようなメディアではなく、生のひと
の声の持つ魅力を再発見できました。

蓮の実女性学級は小坂校下にお住まいの女性が気軽に
参加していただける学習の場です。

これからも皆様のご参加をお待ちしています。

広輻部

撮影会 2011年9月 11日（日）

今年の広報委員会の撮影旅行は、滋賀県長浜と醒ケ井
宿に行ってきました。
長浜城では今年の大河ドラマにちなんだ展示も行われて
いました。 当日はとてもいいお天気で、展望台からきれ
いな琵琶湖と伊吹山など大パノラマを見ることができま
した。
醒ヶ井宿では梅花藻の撮影に臨んだのですが、先日の台
風の影響で用水の水量が多く、梅花藻がすっかり水の中
にもぐってしまっていました。 おまけにいいお天気すぎ

て水面が光ってしまって、みなさん小さな花の撮影にと

にさら 、ても苦労して
たようです。
写真をとりながら、
皆さんといろん
な話をすること
が できて、とて
も楽しい1 日と

'i なりました。
そして今回も撮
った写真 は文化
祭に出品、展示
しました。
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総譜輝

公民館委員研修会 2011年7月 17日（日）

公民館委員24名が出席し「かんぽ郷 白山尾口」にお
いて新しい主事もむかえ委員研修会が行われました。

「かんぽ郷 白山尾口」は宿泊施設の他、室内温水プール ・

温泉大浴場 ・ サウナ等があり、野外にでれば、四方を山々
に囲まれた高原でテニスやグラウンドグルフ ・ オー トキ
ャンプ等が楽しめる施設です。

現地に到着後、6チー ムに分かれ、グラウンドゴルフ
で親睦を深めました。 当日の朝は天候に恵まれ、爽快な
グラウンドゴルフになるかと予想しておりましたが、気
温の上昇と共にプレーにも熱が入り、大変熱い交流戦と
なりました。

結果は1位に棒田正二さん、2位にはグラウンドゴル
フは初めてという南部勉さん、3位は紅一点川崎栄子さ
んが入賞し、総務部が上位を独占する結果となりました。

� � �一

--- rてここ二：：

その後温泉で汗を流し、昼食に白山御膳を頂きながら、
今後の公民館活動について懇談しました。 参加者全員が
互いの親睦を深めた有意義な研修会でした。

体育輝 校下の方々に様々なスポーツの場と機会を提供すること
が体育部の役割です。
今年は、小坂公民館創立60周年ということで、社会体育
大会の中で、 【60周年記念聖火リレー （町会対抗）】という
種目を新たに設けて、行いました。
紙コップをどんどん積み重ねてリレーを行い、最後のア
ンカーは60ケ（周年）にも重なった聖火を持ってゴー ルを
目指すという競技でしたが、予想以上に各参加者も応援
の方々も、熱く燃えていただきました。
また、その他の体育行事の結果は以下のようになってい
ます。
今年も、町会対抗スポーツ大会の大勢の参加、よろしく
お願いいたします。

グラウンドゴルフ大会 ソフトバレーボール大会 フレッシュテニス大会 社会体育大会

優 勝 三池町 会 A 神谷内葵町会 ゆいの里 町会 ゆいの里111J会

準優勝 御所町 会 A 三池 町 会 小坂中町会A 三池111J 会

3 位 新葵 町 会A 御 所 町 会 神谷内葵町会 神谷内葵町会

※ソフトポ ー ル大会は雨天中止

少年闘

金沢街あるき

小坂少年連盟では1 2月3 日に 「金沢街あるき」 として
このたび、国から重要伝統的建造物群保存地区に選定さ
れた 「卯辰山東山地区」 を散策しました。 これは金沢市
民憲章にもうたわれている 「かおり高い伝統文化を誇り
とし」 「まもろう 美しい心と ふるさとの自然を」少
しでも子どもたちと一緒に実践したく、自分たちが住ん
でいる街をもっと良く知ろうと思い企画しました。 当日
は朝から雨模様でしたが、子どもと大人合わせて1 8名
はボランティアガイド 「まいどさん」 につれられ、西養
寺では山門から見る景色に感動し、住職さんからお寺の
言い伝えを聞いてびっくりしました。 長い石段を上って
着いた宝泉寺では金沢市内が一望でき、疲れも吹っ飛ぶ
思いでした。 七稲地蔵では昔に思いをはせ、徳田秋声記
念館では学芸員さんから金沢三文豪といわれている秋声
の生い立ちゃ作風、著作についてわかりやすく説明して

もらいました。 東山の街も徳田秋声も知らないことや不
思議なところがいっぱいあり、これをきっかけに金沢の
街や文学を少しでも理解してもらえればと思います。


